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農業委員会　内線２２１１・農林課農政係　内線２１４２

↓厳粛な雰囲気のなか、調印書に署名捺印

　
　

５
月
19
日
、
家
族
経
営
協
定
調
印
式
が
役

場
指
江
庁
舎
で
行
わ
れ
、
新
町
の
第
１
号
と
し

て
蔵
之
元
の
浦

文
夫
さ
ん
、
久
代
さ
ん
夫
婦

が
協
定
を
結
ば
れ
ま
し
た
。
牛
16
頭
を
中
心
に

バ
レ
イ
シ
ョ
生
産
な
ど
を
手
が
け
る
同
夫
婦
。

結
婚
し
て
約
30
年
間
、
２
人
協
力
し
合
っ
て
農

業
に
励
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。今
回
の
調
印
後
、

文
夫
さ
ん
は
「
こ
れ
を
節
目
と
し
て
、
経
営
方

針
を
話
し
合
い
、
夫
婦
な
か
よ
く
農
業
を
営
ん

で
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
夫
婦
や
親
子
が
な
れ

合
い
で
行
い
が
ち
な
農
作
業
時
間
や
報
酬
、
役

割
な
ど
一
人
ひ
と
り
の
仕
事
に
明
確
な
ル
ー
ル

を
つ
く
る
こ
と
で
、
農
業
経
営
に
対
す
る
意
欲

と
生
産
性
の
向
上
、
健
康
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活

を
送
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

家
族
の
役
割
分
担
が
明
確
に
な
り
、
立
会
人

を
入
れ
る
こ
と
で
当
事
者
の
ル
ー
ル
実
行
に
対

す
る
意
識
も
高
ま
る
家
族
経
営
協
定
。
皆
さ
ん

も
経
営
協
定
を
結
び
ま
せ
ん
か
。

農業の家族経営協定を結びませんか
新町第 1号に浦 さん夫婦

町
長
動
静　

５
月

１
日　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事

　
　
　

会　
　
　
　
　
　
（
阿
久
根
市
）

８
〜
10
日　

町
臨
時
議
会　
　
（
役
場
）

11
日　

県
建
設
業
協
会
出
水
支
部
総
会

（
出
水
市
）

12
日　

県
庁
各
課
陳
情　
（
鹿
児
島
市
）

15
日　

合
併
済
町
の
行
財
政
に
係
る
意

　
　
　

見
交
換
会　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

16
日　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会

（
阿
久
根
市
）

22
日　

県
離
島
振
興
協
議
会
通
常
総
会

（
鹿
児
島
市
）

23
日　

出
水
地
域
土
木
事
業
連
絡
会

（
出
水
市
）

25
日　

マ
ル
イ
農
業
協
同
組
合
総
会

（
出
水
市
）

　
　
　

出
水
地
区
食
品
衛
生
協
会
総
会

（
出
水
市
）

26
日　

鹿
児
島
い
ず
み
農
業
協
同
組
合

　
　
　

総
会　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

28
日　

自
民
党
県
連
50
周
年
記
念
式
典

（
鹿
児
島
市
）

29
日　

県
漁
港
漁
場
協
会
通
常
総
会

（
鹿
児
島
市
）

30
日　

土
木
建
設
問
題
を
語
る
会

（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

県
水
道
協
会
総
会（
鹿
児
島
市
）

31
日　

出
水
地
域
農
政
企
画
会
議

（
出
水
市
）

　
　
　

農
林
公
共
事
業
を
語
る
会

（
出
水
市
）

●●●人事異動●●●

　５月 26日付けで人事異動がありま
した。　　　　　　　　（　）は旧職

総合管理課長
　（保健衛生課参事）
　　　　　　　　　　　　関　　俊則
町民福祉課長
　（農業委員会事務局長）
　　　　　　　　　　　　赤瀬　正洋
水道課長
　（耕地課参事）
　　　　　　　　　　　　山 　晴行
議会事務局長兼監査委員事務局書記長
　（町民福祉課長）
　　　　　　　　　　　　浦底　信市
農業委員会事務局長
　（耕地課技術補佐兼工務第三係長）
　　　　　　　　　　　　小森　芳裕
教育委員会教育総務課長
　（教育委員会社会教育課長）
　　　　　　　　　　　　石橋　建治
教育委員会社会教育課長
　（水道課長）
　　　　　　　　　　　　山 　友喜
総合管理課参事
　（総合管理課長）
　　　　　　　　　　　　飯尾　洋己
教育委員会教育総務課参事
　（教育委員会教育総務課長）
　　　　　　　　　　　　石本　康則
総務課参事
　（議会事務局長）
　　　　　　　　　　　　平　　幹雄


